
 

 

 

ふじみ野市立駒西小学校 
2 学期は昨年度同様、子どもたちの心の教育を進めるために、研究授業を行ってきました。 

各学年の取り組みを紹介させていただきます。道徳でどんなことを考えているのか、ご家庭での話題にしてくだされ

ば幸いです。 

 主題名 わがままな行い 題材名 かぼちゃのつる 

ねらい 主人公のかぼちゃに自分を重ねて考え、役割演技や話し合うことを

通して、注意を素直に受け入れることの大切さに気づき、わがまま

をしないで生活しようとする態度を育てる。 

授業の様子（１年） 

自分の好き勝手につるを伸ばすかぼちゃの気持ちを追いながら「わがままをしていると

どうなってしまうのか」を考えました。役割演技を通してわがままな行動が周りにも迷惑を

かけ、最後には自分の安全にも関わってくるということに気づくことができるよう取り組

みました。 

児童からは、「注意をされたらしっかり聞く」「わがままをしていてごめんなさい」などの

考えが発表されました。 

 

 

 

 

主題名 友だちとは 題材名 ともだちやもんな ぼくら 

ねらい 主人公の心の葛藤を自分に投影して考える活動を通して、友達を思

うことの大切さに気付き、友達と仲良くし、助け合っていこうとす

る判断力を育てる。 

授業の様子（２年） 

人の家に勝手に入り、虫取りをしていたぼくたちが、家主に見つかり逃げる。その時、友

達のヒデトシが転んでしまった。友達のことを考えて、「ぼくとマナブはおじいさんに謝り

に行くかどうか」を話し合いました。 

心情ハートを使い、葛藤を見える形にし、怖いけど友達のところに戻るか戻らないかを話

し合い、考えを発表しました。児童からは、「友達と仲良くしたいから、謝りに戻る。」など

の考えが発表されました。 

 主題名 節度ある生活態度 題材名 ゆうすけの朝 

ねらい ゆうすけの行動から気持ちを想像し、話し合うことを通して、度を越すこ

となく自らを考えて節度ある生活をすることの大切さに気付き、規則正し

い生活をしようとする態度を育てる。 

授業の様子（３年） 

ゲームが大好きな主人公が、お母さんに注意されたのに夜更かししてゲームをやり、翌日

寝坊し忘れ物までしてしまう。その時の主人公の気持ちや、「なぜ規則正しい生活が必要な

のか」を考えました。 

自分の生活を振り返り、よりよい生活を送るためにできることと手立てを考え、１週間実

践しました。「ゲームは自分で時間を決めてすることが大切」「早く寝ることで朝が楽になっ

た」等の感想が見られました。 
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 主題名 自分自身に対して正直に 題材名 あかいセミ 

ねらい 主人公の悩み、考える心情を想像する活動を通し、自分に対して

正直・誠実であることは明るく元気に生活するために必要であ

ることに気付き、自分の心を大切にしようとする心情を育てる。 

授業の様子（４年） 

主人公が店で消しゴムを盗んでしまい、自分がどんどん悪い人間になっ

ていくことを感じる。主人公の心情の変化や、「正直・誠実に生活する意味」

などを考えました。 

児童からは、「正直に言わないとモヤモヤしてしまう」「自分の気持ちを

大切にしたいから過ちを正直に言う」などの発表が見られました。 

 主題名 認める心 題材名 名医、順庵 

ねらい 主人公が弟子の過ちを認めるかどうかを考える活動を通し

て、自分と異なる意見や立場を尊重することの大切さに気付

き、相手を認めようとする心で人と接する態度を育てる。 

授業の様子（５年） 

過ちを犯してしまった弟子のことを考え、行動する師匠順庵の立場に立ち「認める

心」とはどんな心なのかについて考えました。 

「認める心」とは、「相手が過ちを犯してしまったとき、相手の事情や行動の背景を

考え、許すこと」や「なぜ相手がそのような行動や発言したのか、分かろうと努力する

こと」などと考えを発表していました。 

 主題名 広い心 題材名 友とのトラブル 

ねらい 主人公の揺れ動く心情について自分を投影して考える活動を

通して、相手の立場や意見を考えることで豊かな人間関係を

つくれることに気付き、広い心を持とうとする心情を育てる。 

授業の様子（６年） 

初めて携帯電話を買ってもらった主人公が、友達にこれから遊ぼうというメールを

送り、一人はすぐに来たが、もう一人は１時間遅れてきてしまう。そんなとき、どんな

ことを考えるだろう、「広い心」とはどんな心だろうということを考えました。 

児童からは「相手の立場もちゃんと考える。」「相手の話をしっかり聞いて、優しくで

きる心。」などの考えが出ました。 

 主題名 みんなでなかよく 題材名 みんないっしょ 

ねらい 誰にでも分け隔てなく接する心情と態度を育てる 

授業の様子（こすもす） 

校庭で子どもたちが丸太じゃんけんをして遊んでいる 1 枚の場面絵からなる教材で

す。そばでその遊びをじっと見ている男の子Ａや、その子に気付いたような男の子Ｂ、

駆け寄って来る女の子Ａとその子に手を振っている女の子Ｂ、怪訝な顔をして女の子

Ｂを見ている男の子もいる。相手の表情に注目し、相手がどのような思いを抱いている

のかを想像し、「みんなでなかよく」遊ぶためには自分だったらどうするかを考え役割

演技を行いました。「入れて」の声には「いいよ」で応えるという意見が出されました。 

 

 


